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令和元年度鏡が丘特別支援学校 学校評価及び各アンケート分析と考察 

 令和元年 11月 20 日  学校評価委員会より 

Ⅰ はじめに 

 学校評価は昨年度から実施時期を 2 ヶ月早めた（例年 11 月下旬 今年度 9 月下旬）。学校評価の結果を分

析、周知、検討、実施し学校運営改善に確実に活用するためである。このことから、今年度は結果を受けてど

のような取り組みを行うべきかの提案を試みた。 

 今年度の学校評価にかかる各アンケートの分析・考察は、アンケート結果を受けて、各学部・寄宿舎、校務

文章で課題を共有し、必要な項目について説明や改善策の検討を行い、学校評価委員会でまとめたものである。 

 今後は、職員会議（各学部）での提案、学校評議員への報告、学校評議員による学校評価と助言を加え、学

校内で掲示し、保護者や関係者に提示するとともに、学校ホームページで公開する予定である。 

 

Ⅱアンケートの分析と考察 

 １ 教職員自己評価及び保護者アンケートの概要 

 ２年前（平成 29 年度）の質問項目を引き継ぎ、年度間の比較を試みた。昨年度と同様に教職員用と保護者

用で評価項目の順序や内容に統一感を持たせ、それぞれの視点での評価を比較検討できるようにした。 

事務職員や現業職員については、児童生徒の教育に直接関わっていないところでの業務が多いことから、教

諭や寄宿舎指導員等とは別にして業務内容に沿った評価項目を設定した。 

※事務職員や現業職員→ 今年度学校評価の自由記述欄に「学校運営の改善のためにあなたが日々努力して

いることは何ですか？」の項目を設けた。 

 

２ 対象者と回収率 

 教職員 132 名に無記名のアンケートを依頼し 73名から回答が得られた（回収率 55.3％）。また保護者 136

名に無記名アンケートを配布する形で回答を依頼し、67 名から回答が得られた（回収率 49.3％[H29 年度

51.1％] [H30 年度 41％]）。事務現業職員 12名中 9名からアンケートの回答を得られた（回収率 75％）。ま

た小学部 5年生以上のⅠ類型・ⅡA類型の児童生徒 36名に教師・または保護者が説明する形でアンケートを

とる形で回答を依頼し 36名（回収率 100％）から回答が得られた（表１）。 

※今年度、教職員のアンケート回収率が昨年度と比較して低かった。 

 考えられる理由として、時期的にいくつかのアンケートと重なったこと。学部行事等への取り組みで、

教職員の業務が多忙であったこと等が挙げられる。次年度は、アンケートを依頼する場合の呼びかけ等、

少し早目に取り組み、アンケートの実施期間を今年度より長めにおくことを提案したい。 

 

表１ 今年度対象者と回収率 【（ ）内の数値は平成 30 年度結果】 

 対象 対 象 者

（名） 

回収数  回収率 

教職員・寄宿舎 

管理者 

校長 教頭 小 中 高   

実習教諭 寄宿舎  
132 73 

  55.3％ 

(93％) 

保護者 全保護者 
136 

67 
小 28 中 13 高 26 

 49.3％ 

（41％） 

事務現業職員 

養護教諭 

事務現業職員 

養護教諭 
12 

9 
 

 75％ 

（93％） 

児童生徒 小 5年以上 Ⅰ類型・ⅡA類型 

 

 

36 
36 

小 4/4  中 17/17  

高 15/15 

  100％ 

（79％） 
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結果のまとめ 

「教職員の結果」「保護者の結果」「教職員と保護者の考え方の比較」「事務現業職員の結果」 

「児童生徒の結果」をまとめた。 

 

 

（１） 「教職員の結果（p１より）」 

  ① 自己評価の高い項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自己評価が低いと考えられる項目 

 

 

 

 

 

 上記の自己評価結果より 

●６：「学校施設設備」は、開校５３年校舎のあらゆる箇所において、改善の意見がある。児童生徒

の教育活動の優先を考慮して総合的に検討していきたいと考えたい。 

●１２:「将来についての情報提供」では、関わる職員の意識は高く取り組んでいるが、教職員全体

の意識の向上が求められると考えたい。 

●１８：「研究・研修」では、取り組む気持ちはあっても、よく反省に挙げられる、日頃の業務との関

連で時間が上手く取れない等の事が課題として挙げられると考えたい。 

全体として、平成 28 年度～令和元年度の教職員の総計の結果から、学校改善の取組が進みつつあ

ることが示唆された。 

 ●１３：「給食」（舎職員は「舎食」）については、１％において個別の個別対応の希望ありと考えたい。 

  自由記述欄にて回答する。 

 

 

（２）「保護者の結果（p２より）」 

 ① 評価の高い項目 

 

 

 

 

 

１３：「給食」（舎職員は「舎食」）は、児童生徒が食べやすい食形態等が提供されている。 

１％→下記に示す。 

１４：健康な生活を送るため、保健指導や健康教育に取組んでいる。 

１６：スクールバスの運行が安全に行われている。 

１７：「学校」（舎職員は「寄宿舎」）での徴収金等は、明朗な会計処理を行っている。 

１９：あなたは、児童生徒の個人情報の保護に努めている。 

２０：あなたは、法令遵守の徹底に全力で取組んでいる。 

６：学校は、施設・設備の改善に努め明るい環境を整えている。 

１２：学校は、将来の進路や職業などについて参考となる情報を提供している。 

１８：あなたは、専門性向上のため主体的に研究・研修に努めている。 

７：「個別の指導計画」は、お子さんの様子を適切に把握し作成されている。 

８：教職員は、お子さんに応じて、丁寧に適切に指導・支援している。 

９：通知表は、お子さんの学力を適切に評価できるように工夫されている。 

１０：学校の雰囲気がよく、お子さんは生き生きとしている。 
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② 評価が低いと考えられる項目 

 

 

上記の評価結果より 

 ●４「学習内容の伝達・理解」では、授業参観・学級学年だより・情報交換会・面談・通知表等を通

しての共通理解を持つ。 

●１３「給食」自由記述欄で回答される。 

 ●１９「自然災害等について」では、今年度も２回の訓練を通して、自然災害時への対応等について

全児童生徒職員で行っているが、毎年反省をとって足りない分は次年度へ活かしていけるよう見直

しを行う。今後も継続して検討していきたい。 

●20「学校で保護者などと話す機会」では、PTA 行事等を通して多くの保護者が関われる事を提案 

  したい。PTA 評議員会等にもこの評価内容を伝え、保護者の意見や考えを共有しお互い理解し合っ

て取り組んでいきたいと考える。 

  

 

（３）「教職員と保護者の考え方の比較」 

   質問１～17 は教職員と保護者に、立場は違うが同じ質問を行っており、結果の比較が可能である。 

 

 ① 質問６「学校施設設備」について、教職員が改善をより求めている。 

  

 

 

（４）「事務現業職員の結果（p３）」 

① 評価の高い項目 

 

 

 

 

① 評価の低い項目 

 

     

 

全体的には、「◎達成できている」が少なく、「○ほぼ達成できている」の評価結果が多かった。 

   ●事務現業職の場合、職種が多いので統一した評価を求めるのが難しい。 

「１８：学校行事」では、職種によって関わり方が違ってくるので、行事への参加が難しいと考えら 

れる。  

４：学習内容や進路等を懇談や学級（学年）通信等によってよく知っている。 

１３：給食は、お子さんが食べやすい食形態等が提供されている。 

１９：台風やその他の災害などの対応について、児童や保護者に行動マニュアルが知らされて

いる。 

２０：学校では、保護者や外部の方々と話をする機会を多く持っている。 

１４：業務を遂行する中で創意工夫は図られましたか。 

１６：事務現業部全体で協働体制がとれていますか。 

１組織運営（３職員会議）３：情報の共有化や校長の意思伝達が、確実にできていますか。 

６特別活動（１８学校行事）１８：学校における諸行事に積極的に参加していますか。 
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（５）「児童生徒の結果（p４）」 

① 評価の高い項目 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

② 評価が低いと考えられる項目 

（項目によっては、◎や○の数が多く挙げられている項目もあるが、全体的にみて×の数で考察する） 

 

 

 

 

 

 

上記の評価結果より 

（全体的には低くないが、主に「×まったくあてはまらない」の多く出ている項目を挙げる） 

●1「学校に行くのが楽しくない」と考えている生徒がいることがわかった（全体の８％）。 

 各学部において、なぜそのような気持ちになるのかについて、細やかに対応していく必要がある 

 と考える。（保護者・担任・各教科・学年・学部主事・教育相談・生徒指導・管理者 →連携） 

  ●３「児童会・生徒会活動」では、各行事等に向けての取り組みにおいて、実態の違う個々の対応等 

   をどうまとめていくか等、取り組み内容の確認が必要かと考えられる。 

●９「授業での実験や物作り体験活動」１０「授業での個の対応」13「授業での ICT 機器利用」では、

児童生徒個々の状態を把握して行っていることが考えられるが、児童生徒からの要望として出ている

ことを教師は真摯に受け止め、継続して日頃の授業改善に向けて取り組んでいきたい。   

  ●15「教育相談」について、日頃から児童生徒に関わる全教師が、子どもの様子を把握し、教師同士の

連携において、子どもへの関わり方を意識することが求められる。また、子どもからの相談において

一緒に共感し、その後の導き方に繋げていくことができればと考えたい。 

  ●①の評価の高い項目に、「学校でのいじめや暴力」について良い結果が出たが、常に全職員（生徒指

導部を中心に）でこの内容は特に気に留め、気になったことがあればすぐに連携して対策を取る事を

考えていきたい。今年度生徒指導部より、いじめについてのアンケートを実施し、結果として無かっ

た事を確認する。 

２：（小学部）文化祭・運動会・宿はく行事などの学校行事は、楽しみである。 

（中・高等部）授業以外にも学校行事（文化祭・運動会・宿はく行事など）が じゅう実し

ている。 

５：先生や友だちはあいさつがよく、元気があってよい。 

６：先生のことばづかいはていねいでよい。 

７：学校では、いじめや ぼう力が ない。 

８：給食はくふうがあり、えいようも考えられいて、おいしい。 

１１：先生は、教え方をいろいろ くふうしている。 

１６：先生は、わたしたちの しょう来のこと などについてよく考えてくれる。 

１９：地しんや 火事のときはどうすればよいか、よく知らされている。 

１：学校に行くのが楽しい。 

３：（小）児童会活動がさかんで楽しい。（中・高）生徒会活動がさかんでじゅう実している。 

９：（小）じゅぎょうでは、実けんや物づくりなど体けん学習がたくさんある。 

（中・高）授業では、実験や物作りなど体験学習がじゅう実している。 

１０：授業で自分の考えをまとめたり、発表することがよくある。 

１３：授業では、パソコンや iPad などの ICT ききをよく使っている。 

１５：担任（たんにん）の先生の他にも、気軽に相談や話のできる先生がいる。 


